


ご使用方法 
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<裏面> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電池の挿入とパワーメーター 
 

この時計には単三乾電池を２本使用します。電池を挿入または交換す

る際には本体裏側にある電池蓋を開け、ＬＥＤ電灯がＯＦＦ（懐中電

灯スイッチが ＯＦＦ）になっていること、電池収納部にあるＰＯＷＥ

Ｒ スイッチ が“ＯＦＦ”の位置にあることを確認してください。電

池マーク（＋－）にしたがって２本の単三電池を挿入してください。

次にＰＯＷＥＲ スイッチを“ＯＮ”にいれ，ＲＥＳＥＴ ボタンを

一度押してください。これで時計の使用準備は完了です。 

 

警告： 種類の異なる電池や、新品の電池と使用された電池を一緒に

使用しないでください。 

 

この時計には乾電池と内蔵充電池の状態を示すために２つのパワー・

メーターが使用されています。   マークの下にあるパワーメーターは

乾電池の状態を、また     マークの下にあるパワー・メーターは充電

池の状態を示しています。新しい乾電池が挿入されると、パワー・メ

ーターは“ＦＵＬＬ”マークをディスプレイ上に表示します。（個々の

電池の状態によっては表示されない場合もあります） 

 

パワー・メーターはフルパワーから殆ど残りがない状態まで１２段階

で表示します。特に緊急非常時において時計を一定時間機能させるた

めに、定期的な乾電池の交換と充電池のチャージ（再充電）をお勧め

します。パワー（容量）レベルが非常に低く下がるまで交換（或いは

充電）を待つことはお勧めしません。 

 

重要：電池交換の後、ご使用になる前にＲＥＳＥＴ ボタンを押して

ください。 

 

充電池について： 

充電池は再充電までに全部消費してしまう必要はありません。充電池

用パワー・メーターが数段階の容量低下を示した場合は、ＵＳＢを使

用していつでも充電することが出来ます。 

 

また、ダイナモによる充電によりパワーレベルを常に一定に保つよう

にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<側面> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<側面> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源の選択 
 

毎日ご使用になる場合は電源切替スイッチを“ＢＡＴＴＥＲＹ”の位

置にセットしておいてください（乾電池からのパワーを使うため）。 

充電池のご使用は非常時だけにしてください。充電池は非常時に備え

て常にフル充電に近い状態を保つようにしてください。乾電池或いは

内蔵充電池のどちらかの電源を選択して使うことが出来ます。電池収

納部の中にはＰＯＷＥＲ ＳＯＵＲＣＥ スイッチ（電源切替スイッチ）

があります。このスイッチを“ＢＡＴＴＥＲＹ”の位置に合わせると、

ラジオとＬＥＤ懐中電灯の使用電源は乾電池となり、 

“ＢＡＣＫ－ＵＰ”の位置に合わせると、ラジオ、ＬＥＤ懐中電灯の

使用電源は充電池となります。 

 

注：クロックはソーラー発電又は充電池を電源としています。 

 

時刻電波の受信 
 

この時計はリセットされると標準電波を自動的にサーチします。ディ

スプレイ右上の電波マーク（      ）が点滅し始め、受信中であるこ

とを表します。時刻電波を受信すると３～１５分で同期し、受信した

時刻を表示します。この時電波マークはディスプレイ上に３本のバー

(点滅は停止)を表示し続け、受信が成功したことを表します。  

 

注： 

標準電波の受信中に時刻やカレンダーの設定を行ったり、アラームが

なった時は直ちに受信を停止します。 

 

 

注意： 

この時計は標準電波の受信によりその機能を果たしますので、使用場

所により電波が弱すぎたり、正しく受信できないことがあります。こ

の場合は電波マークが消え、受信に失敗したことを表しますので、時

計を回転させるか別の場所へ移動させて、うまく受信をさせてみてく

ださい。 

ＳＥＴ ボタンを一度押し、受信を再開してください。受信できない

場合は手動で時刻修正を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手動による時刻、カレンダー修正方法 
 

時刻及びカレンダーを設定（修正）するにはＳＥＴ ボタンを約２秒

間押してください。年数字が点滅します。ＵＰ ボタンまたはＤＯＷ

Ｎ ボタンを押して修正してください。 

ＳＥＴ ボタンを一度押してください。月と日の数字が点滅します。

ＵＰ ボタンまたはＤＯＷＮ ボタンを押して修正してください。一

度押すごとに１日が修正されます。月末（または月初）を過ぎた場合

は月が変わります。 

ＳＥＴ ボタンを一度押してください。時と分の数字が点滅します。

ＵＰ ボタンまたはＤＯＷＮ ボタンを押して修正してください。一

度押すごとに１分修正されます。“００”分を過ぎると時が変わります。

ＳＥＴ ボタンを一度押し、設定モードを終了します。 

 

注： 

１． 修正中にＵＰ ボタンまたはＤＯＷＮ ボタンを押し続けると

早送り出来ます。 

２． 修正中に３０秒以上何もせず時計をそのままにしておくと、設定

モードは自動的に終了します。 

 

ラジオの使い方 
 

ラジオをつけるにはＲＡＤＩＯ ＯＮ ＯＦＦ スイッチを“ＯＮ”

の位置に合わせます。次にＡＭ－ＦＭ スイッチによりＡＭまたは 

ＦＭを選択します。選局ノブをまわして希望のラジオ局に合わせてく

ださい。音量ノブをまわして音量を調整します。 

 

スリープ・タイマー（ＳＬＥＥＰ ＴＩＭＥＲ）の使い方 

 

ラジオを聞きながら眠りたい時に使用します。ラジオをＯＦＦにする

までの時間を設定し、お休みください。設定した時間が経過すると、

自動的にラジオがＯＦＦになります。タイマーを設定するためには 

ＳＬＥＥＰ ＴＩＭＥＲ ボタンを２秒程押して下さい。 ディスプ

レイの温度の部分がタイマー表示に変わり、タイマー数字が点滅しま

す。タイマーの初期設定時間は６０分ですが、ＳＬＥＥＰ ＴＩＭＥ

Ｒ ボタンを一回押すごとに１０分単位で、５０、４０、３０，２０、

１０分まで設定することが出来ます。タイマーの設定を終了するには

ＳＬＥＥＰ ＴＩＭＥＲ ボタンを２秒程押すか、時計を約 30 秒間そ

のままにしてください。 

 

スリープ・タイマーをスタートするにはＳＬＥＥＰ ＴＩＭＥＲ ボ

タンを一度押してください。ラジオがＯＮとなり、“分”マークが点滅

を始め、タイマーがカウント・ダウンを始めます。設定した時間を過

ぎるとラジオは自動的にＯＦＦになります。スリープ・タイマー使用

中にＳＬＥＥＰ ＴＩＭＥＲ ボタンを一度押すとタイマーは停止し、

ラジオもＯＦＦになります。“分”マークも点滅を停止し、約３０秒後

にタイマー数字は温度表示に戻ります。 

 

アラーム機能の使い方 
 

アラーム時刻のセットを始めるには、ＵＰ ボタンまたはＤＯＷＮ 

ボタンを一度押してください。カレンダーの位置にアラーム時刻が点

滅します。ＵＰ ボタンまたはＤＯＷＮ ボタンを押すと“分”表示

が進んだり、戻ったりしますので、起きたい時間に時刻を合わせます。

ボタンを押し続けると早送り出来ます。アラームのセットを終るには、

ＳＥＴ ボタンを一度押すか、時計を約５秒間そのままにしてくださ

い。 
 

電子音アラームまたはラジオアラームのどちらかにセット出来ます。 

 

電子音アラームを使用する：ＡＬＡＲＭ スイッチを“ＯＮ”にセッ

トしてください。アラームマーク（     ）が表示されます。時計の時

刻表示がアラーム時刻になると電子音アラームが約４分間鳴ります。

ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴ ボタンを押すとアラームは一度止まりま

すが、スヌーズ機能により約５分後に再び鳴り始めます。 

ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴ ボタンを押さない場合、アラームは約４

分後に止まりますが、自動的にスヌーズ機能が働き、約５分後に再び

鳴ります。スヌーズ機能を停止させるにはＡＬＡＲＭ スイッチを 

“ＯＦＦ”にしてください。 

 

注：自動スヌーズ機能は最大８回まで使用出来、８回目に４分間鳴っ

た後、アラームは自動的に完全停止します。 

 

注：電子音の音量は“音量ノブ”で調整できます。 

 

注：ラジオを使用中に電子音アラームがなった場合、その間ラジオは

停止します。 

 

ラジオアラームを使用する：ＡＬＡＲＭ スイッチを“ＲＡＤＩＯ”

の位置にセットしてください。ラジオアラームマーク（     ）が表示

されます。 アラーム設定時刻になると、自動的にラジオがＯＮにな

ります。約１６分後に自動的にラジオがＯＦＦになります。ラジオア

ラームを止めるにはアラームスイッチを“ＯＦＦ”の位置にセットし

てください。 

 

注： 

１．ラジオアラームを使用する場合スヌーズ機能はご使用になれませ

ん。 

２．ラジオアラームをご使用になる前に、ラジオの周波数をご希望の

ラジオ局に合わせてください。 

３．電子音アラーム、ラジオアラーム共、ご使用になる前には音量を

ご希望の音量に合わせてください。 

 

バックライトの使い方 
 

ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴ ボタンを押すとバックライト機能が働き、

ディスプレイが約４秒間明るくなります。 

 

エコ・モード 
 

電池の消耗を最小にするため、周囲が暗い時はディスプレイの表示が

自動的に消えます。（      マークのみ表示されます） 

 

ＬＥＤ懐中電灯 
 

懐中電灯をつける時は懐中電灯スイッチを“ＯＮ”にしてください。 

消す時は“ＯＦＦ”にしてください。懐中電灯が“ＯＮ”の状態の時

は、ディスプレイは自動的に明るくなります。懐中電灯をご使用中、

ラジオの使用は出来なくなります。 

 

危険！ 

点灯中の懐中電灯を人の眼に向けないでください。 

 

内蔵充電池の充電（チャージ） 
 

時計本体上部の太陽電池は、充電池をチャージするための電気を発電

します。 

 

本体裏面に組み込まれたダイナモ(発電機)を使用してチャージをする

時、ハンドルを一定のスピードで回してください。“ＣＨＡＲＧＩＮＧ 

ＩＮＤＩＣＡＴＯＲ”（充電ランプ）が点灯します。充電池のパワー・

メーターがＦＵＬＬマークを示したら、チャージを停止してください。 

 

ＵＳＢを使用してクロック本体をＰＣにつないで充電池をチャージす

る時（注：接続コードはご自身でご用意ください) 充電池のパワー・

メーターがＦＵＬＬマークを示したら、チャージを停止してください。 

 

注：チャージの特性から、チャージ終了後は、チャージ中と比較して

パワー・メーターの値が低くなる事があります。 

 

携帯電話のチャージ方法 
 

携帯電話をクロック本体のＵＳＢポートに接続してください。 (接続

用コードはご自身でご用意ください) 次にダイナモ(発電機)を一定

のスピードで回し、携帯電話を充電してください。  

 

弊社は本製品を携帯電話の充電に使用した際にデータが損失、損傷し

ても一切責任を負いません。また携帯電話の故障、損傷に対しても一

切責任を負いません。 

 

オーディオ・イン及びイヤホーン・ジャックについて 
 

オーディオ・イン機能を利用してお好みの音楽をお聴きください。 

ＭＰ３（または他の音響装置）を本体の“ＡＵＤＩＯ ＩＮ ＪＡＣ

Ｋ“(以下＝オーディオ・ジャック）に接続してください。(接続コー

ドはご自身でご用意ください） 

 

イヤホーンを使用するには、イヤホーン（製品には含まれていません）

を”ＥＡＲＰＨＯＮＥ ＪＡＣＫ“(以下＝イヤホーン・ジャック）に

接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイレン 
 

ＳＩＲＥＮ スイッチを“ＯＮ”にするとサイレンが鳴ります。 

 

注：サイレンの音量は、音量ノブで調整出来ます。 

 

警告：サイレンは緊急時にのみご使用ください。 

 

重要事項： 

イヤホーンをご使用中にＳＩＲＥＮ スイッチがＯＮに入ると、サイ

レンはイヤホーンを通して鳴ります。 

 

“ＡＵＤＩＯ ＩＮ＂ 機能を使用中（例；ＭＰ３プレイヤーからの

音楽を演奏中など）はＳＩＲＥＮ スイッチがＯＮになってもサイレ

ンは鳴りません。 

 

危険！ 

サイレン音は（特に音量が最大になっている時など）非常に大きいの

で、サイレンを使用する時はクロック本体を耳のそばに置かないでく

ださい。またイヤホーン使用中はサイレンを使用しないでください。 

 

 

 

 

製品仕様 
 

＜時計機能＞ 

■東日本、西日本の標準電波送信局を自動選局する電波修正機能付時

計。 

■時計精度：平均月差＋／－30 秒以内（常温での使用時） 

      （電波受信による時刻修正を行わない場合） 

■時刻表示：時、分、秒、月、日、曜日（カレンダーは日本語表示） 

■アラーム：４分間の電子音アラーム、または１６分間のラジオアラ

ーム。 

■スヌーズ機能：５分間自動スヌーズ機能（電子音アラーム使用時） 

■ラジオ・スリープタイマー：１０分間隔で最大６０分まで設定可能。 

■バックライト。ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴ ボタンを押して点灯。 

■エコ・モード：周囲が暗く、１０ lux +/- １０ lux(ルックス)以下

の時は、ディスプレイ表示が自動的に消え、バッテリーの消費を節

約。 

■２電源方式：ソーラー電池または内蔵充電池のいずれかを選んで使

用。 

 

＜温度計測＞ 

■使用温度範囲：0℃～＋50℃ 

■室温表示：－9℃～＋70℃ 精度：±3℃ 

 （－9℃以下は LL 表示、70℃以上では HH 表示） 

 

＜ラジオ機能＞ 

■AM：520～1620KHz 

■FM ステレオ：76～90MHz  

■ステレオスピーカー付 

■３㎜ステレオオーディオ・入力ジャック：MP3、スマートホーン等対

応。 

■３㎜ステレオオーディオ・イヤホーンジャック。 

■電源：単三乾電池 2 本又は内蔵充電池／ＵＳＢ（バックアップモー

ド時） 

■最低電圧：2.2V (パワー・メーター表示バー6 本が目安) 

■時計と連動したラジオアラーム及びスリープタイマー機能 

 

＜懐中電灯＞ 

■明るさ：約 20 lm.s (ルーメン)  

■電源：単三乾電池 2 本又は内蔵充電池／ＵＳＢ（バックアップモー

ド時） 

■最低電圧：0.7V／電池以上 

 

＜サイレン＞ 

■電源：単三乾電池 2 本又は内蔵充電池 

■音量：約 85 +/－5 db（デシベル） 

■最低電圧：2.4V（パワーメーター表示バー７本以上が目安） 

 

＜パワーモニターシステム＞ 

■単三乾電池 2 本及び充電池の容量を知らせるパワー・メーター。 

■電圧を 12 本のバーで表示： 測定範囲 0.7 V ～ 1.55 V . 

■測定精度：0.05V 

 

＜ダイナモ性能＞ 

■150 回転／1 分で 2 分間回した場合、約 4 分間のラジオ(通常の音量)

と約 2 分間の携帯通話（携帯機種により異なる事があります）が可

能な電力が充電されます。 

 

＜内蔵電池の充電＞ 

■内蔵充電池はソーラー発電、ダイナモ（発電機）、あるいはＰＣ接続

（ＵＳＢ使用）により充電。 

SNOOZE / LIGHT ボタン 

懐中電灯スイッチ 

選局ノブ 

音量ノブ 

ALARM 

スイッチ 

RESET ボタン SET ボタン SLEEP TIMER ボタン 

DOWN ボタン UP ボタン 

SIREN スイッチ 

ダイナモ 

ハンドル 

充電ランプ 

収納スペース 

POWER SOURCE スイッチ POWER スイッチ 

LED 懐中電灯 

USB 

AM-FM スイッチ 

オーディオ 

ジャック 

イヤホーン 

ジャック 

RADIO ON OFF 

スイッチ 
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